
 

 

 
 

新型コロナウイルス感染症流行の第８波の到来を耳にして間もなく、亀山市内の 
複数の学校で学級閉鎖等の話を聞くようになりました。昼生小学校でもつい先日、５年生が学年
閉鎖を行ったところです。これからの冬の時期に向けて、インフルエンザの同時流行も心配され
ており、手洗い・うがい・マスクの着用・手指消毒・換気等の感染対策の再徹底が必要と感じて
います。学校でも感染防止対策を継続していきますので、ご家庭でもできる限り混雑した場所へ
の外出を避けるなど、感染防止にご留意いただきますようよろしくお願いいたします。 
 

 

昼生小だより  

 

 

 

１１月１７日（木）５限目に授業参観を行いました。子どもたちは、参観に訪れた方々を
前に緊張した様子でしたが、恥ずかしがりながらも嬉しそうに活動していました。コロナ禍
のもと、家庭や地域の方々に授業を見て頂いたり交流したりする機会がめっきりと減ってし
まっていますが、今後もこのような機会を大切にしていきたいと考えています。また、参観
前の時間を利用して、５年生のもち米販売も行いました。自分たちのつくった米を自分たち
の手で販売するという良い体験ができました。ご協力ありがとうございました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

また、授業参観後に体育館にて、昼生小学校教育懇談会を開催しました。 
講師に(株)ＺＴＶの竹内夏海さんを招き、「インターネット(スマホやパソコン)の安心・
安全な利用を学ぼう」をテーマに、ご講演いただきました。インターネットに潜む危険につ
いて、｢ネット依存｣｢ネットいじめ｣｢怪しい情報の拡散｣｢誘い出し・なりすまし｣｢個人情報の
流出｣｢ネット詐欺｣｢著作権・肖像権の侵害｣に分けて、一緒に参加した４～６年生の子どもた
ちにもわかりやすいように、動画等も利用しながら丁寧に説明していただきました。そして、
最後にトラブルに合わないために大事なこととして、次のように教えていただきました。 
① 利用の仕方や時間・フィルタリングなどのルールを、家庭で決める。 
② ｢自分だけは大丈夫｣とか｢このくらい…｣といった、心のスキをつくらない。 

この機会に、家庭でも再度スマホやゲーム・ネットの使い方について見直しをお願いします。 
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１１月１４日(月)３・４限目に、中庄の地域の方々
と一緒にグラウンドゴルフ交流会を行いました。 
児童３～４人のグループに地域の方一人ずつがプレ
イヤー兼アドバイス役として加わり競技を行いまし
た。強い風と思うように転がらないボールに苦労し
ながらも、子どもたちは楽しそうに競技を行ってい
ました。ホールインワンもとびだしてワッと声があ
がる場面もあり、地域の方々と子どもたちの良い交
流の時間となりました。 

１１月２２日(火)に、２年生がまち探検
で昼生郵便局へ見学に行きました。「ぽす
くま」のお出迎えに子どもたちは大喜び！
一緒に郵便局がどのような仕事をしてい
るのかを学習しました。子どもたちのため
にご準備いただいた郵便局の皆さま、あり
がとうございました。 

１１月１０日(木)に、亀山市社会福祉協
議会の方々を講師に招き、４年生が「ふく
し体験」学習を行いました。身体におもり
をつけ関節が動きにくくなる高齢者疑似
体験、アイマスクを着用し点字ブロックを
歩いてみる体験、そして車いす体験の３つ
を体験しました。子どもたちにとって、身
近な福祉を考える良い機会となりました。 

１１月４日(金) 全校遊び 
「だるまさんがころんだ」 

昼生小学校ホームページ(http://www.kameyama-mie.jp/kblog/hiruo/)も随時更新中です！ 

１１月９日(水) 全校遊び 
「136年vs 245年対抗リレー」 

１１月１８日(金)  
全校遊び 
「ふえおに」 

児童会では、子どもたちどうしの関係
づくりの取組として、１学期に行った
「ことばの木」の第２回取組週間を設け
たり、児童会や各学年および体育委員会
でそれぞれ考えた全校遊びを業間に日
替わりで行ったりするなどしています。
また、飼育栽培委員会では、全校で秋の
生き物探しを行う「生き物ふれあいタイ
ム」を企画してくれました。このような
取組を、これからもどんどん企画してい
って欲しいと思います。 

「ことばの木」第２回取組 

１１月４日(金)  
「生き物 
ふれあい 
タイム」 


